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はしがき

　『明快 ! よくわかる数学』は，ごく基本的な事項から一歩一歩段階的に学習できるよ

うに作成された，社会人のための入門書です。単に手先の技巧だけでなく，基礎的な

事柄や数学の考え方をじっくり身につけて，学習者が本当にご自身で数学の問題や理

屈を考え，応用していただくことを目的として編集いたしました。

　本書は，数学的内容の組み立てに，数学と関連の深い測量という観点から，徹底的

に注意が払われています。また，練習問題も豊富に載せております。例題や練習問題

を解くことで，このような積み上げられた知識である数学を，頭の中でしっかりとも

ち，それを自力で働かせるように練習してください。

　なお，数学の学習では，必ず「答えを合わせて確かめる」ということが重要です。

今日学んだことが明日の学習に役立つようにするために，学習事項をまとめておくこ

とも大切です。

　本書が，測量士補や土地家屋調査士の資格取得をめざしている方々はもとより，

一般の学習者にとっても，数学とそれを応用する力を身につけるのに真に役立つ書籍

として，活用されることを祈念しております。

　最後に，本書が仕上がるまでに，つたない原稿を整理していただいた編集スタッフ

の坂口由良さんや，表記の間違いや校正等でお世話になったエディターの岩見恵子さ

んほか，関係する皆様には，様々な貴重な助言とお世話をいただきました。この場を

借りて御礼申し上げます。有難うございました。

《 三訂版発刊にあたって 》

　測量という観点から，中学校や高校で学ぶ数学を，わかりやすく解説した本書の

三訂版の出版に当たり，東京法経学院編集部の方々には，さらなるブラッシュアップ

に多大なるご尽力をいただきました。ここに厚くお礼申し上げます。

2024 年 8 月 　黒杉 茂
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第　　　章

四則の計算
　この章では，数の計算を中心に，次のことに留意し，

学習しましょう。

 ・正（＋）の符号や負（－）の符号のついた数は，どんな

　ことを表しているか。

 ・数の四則計算を，正確に計算できるように。

 ・角は，1°＝ 60′，1′＝ 60″と 60 進法です。

　60 進法の計算に慣れましょう。

 ・測量では，角度は 0°～ 360°です。

　そこで，角度の四則計算で留意すべきことを

　学びましょう。
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　いま，ある人が点 O を基準にして，東へ 5 m 歩いて行き，その点を A とする。そし

てA点からさらに東へ3m歩いて行ったとすれば，この人は基準になる点Oから見れば，

東へ 8 m移動したB点にいることになる。

　ところで，もし，この人が西の方へ歩いて行ったのであれば，A 点は基準になる点

O より西へ 5 m行った点であり，B 点が A 点よりさらに西へ 3 m行った点となるため，

B 点は基準になる点Oから見れば，西へ 8 m移動した点になる。

　これらの関係を図に示せば図 1・1 のようになる。

図 1・1

　さて，東の方にあるA点と西の方にあるA点とは，基準になる点Oから 5 m離れた

距離にある，ということでは同じであるが，方向が東と西となり，ちょうど反対である。

東の B 点と西の B 点とについても，O 点から 8 m 離れていることは同じであるが，方

向が反対である。

1–1–1 正の符号と負の符号

　そこで，このような向きの違いを表すのに，東の方にある点には＋（プラス）の記号

を付けて，＋5 mや ＋8 mと書き，西の方にある点には －（マイナス）の記号を付けて，

－5mや－8mと書くのが便利である（実際の測量では，座標の原点より東を＋（プラス），

西を－（マイナス）と符号を付けている）。この＋を正の符号，－を負の符号といい，

正の符号の付いた＋ 5 や＋ 8，＋ 3 .4 という数を正の数，負の符号の付いた－5 や－8，

－ 3 .4 という数を負の数という。

測量では，正の符号＋と負の符号－は，次の 3 つの場合に使う。
　①方向を表すとき … 北の方向が正（＋），東の方向が正（＋）である。
　②高いか低いかを表すとき
　③誤差を表すとき … 正しい値よりオーバーしているときは正（＋），
　　　　　　　　　  　少ないときは負（－）で表す。

1－1 正の数と負の数
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　いま，ある人が点 O を基準にして，東へ 5 m 歩いて行き，その点を A とする。そし

てA点からさらに東へ3m歩いて行ったとすれば，この人は基準になる点Oから見れば，

東へ 8 m移動したB点にいることになる。

　ところで，もし，この人が西の方へ歩いて行ったのであれば，A 点は基準になる点

Oより西へ 5 m行った点であり，B点がA点よりさらに西へ 3 m 行った点となるため，

B点は基準になる点Oから見れば，西へ 8 m移動した点になる。

　これらの関係を図に示せば図 1・1 のようになる。

図 1・1

　さて，東の方にあるA点と西の方にあるA点とは，基準になる点 Oから 5 m 離れた

距離にある，ということでは同じであるが，方向が東と西となり，ちょうど反対である。

東の B 点と西の B 点とについても，O 点から 8 m 離れていることは同じであるが，方

向が反対である。

1–1–1 正の符号と負の符号

　そこで，このような向きの違いを表すのに，東の方にある点には＋（プラス）の記号

を付けて，＋5 mや ＋8 mと書き，西の方にある点には －（マイナス）の記号を付けて，

－5mや－8mと書くのが便利である（実際の測量では，座標の原点より東を＋（プラス），

西を－（マイナス）と符号を付けている）。この＋を正の符号，－を負の符号といい，

正の符号の付いた＋ 5 や＋ 8，＋ 3 .4 という数を正の数，負の符号の付いた－5 や－8，

－ 3 .4 という数を負の数という。

測量では，正の符号＋と負の符号－は，次の 3 つの場合に使う。
　①方向を表すとき … 北の方向が正（＋），東の方向が正（＋）である。
　②高いか低いかを表すとき
　③誤差を表すとき … 正しい値よりオーバーしているときは正（＋），
　　　　　　　　　  　少ないときは負（－）で表す。

1－1 正の数と負の数









　正の数は，たとえば，＋ 5 や＋ 3 .4 の正の符号をはずして，5 や 3 .4 と書いてもそれ

ぞれ同じであるから，どちらを使ってもよい。また，0は正でも負でもない数である。

　図1・1において，右のA点及びB点はそれぞれ＋5m及び＋8mに対応する点であり，

左のA点及びB点はそれぞれ－5m及び－8mに対応する点である。基準になる点Oは，

0 に対応する点であって，これを原点という。

　そして，正の数が存在する東の方向を正の方向，負の数が存在する西の方向を負の

方向と呼び，図に示すように，正の方向には矢印を付けて表す。このような矢印の付

いた直線を数値線という。

　私たちは，しばしば整数や分数，小数という言葉を使うが，整数というのは，次に示

すように，0 を含みこれと 1 ずつ離れた数のことであって，正の整数と負の整数と 0 と

からできている。

………，－ 3，－ 2，－ 1，　0，　1，　2，　3，………

　　　　　　　　　　　　  負の整数　　　　　　  　　正の整数　　　　

　正の整数は自然数ともいい，0 は整数である。これをまとめると，

　　　　　　正の整数（自然数）

　　整数　　0

　　　　　　負の整数

となる。

　分数というのは
2
5 とか－ 2

3 というように表される数のことで，前者は正の分数，

後者は負の分数である。小数というのは 2 .4 とか－ 3 .78 とかいう数のことで，前者を

正の小数，後者を負の小数という。

　そして，このような小数は，これを分数に直すことができる。たとえば，

　　　2 .4 ＝ 2 .4
1 ＝ 2 .4×10

1×10 ＝ 24
10

となるから，分母と分子とを共通な数 2 で約すと，

　　　 24
10 ＝ 24÷2

10÷2 ＝ 12
5

となる。
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　分数の分母・分子に 0 でない同じ数を掛けても，同じ数で割っても，
分数の値は変わらない。

　あとで述べるが，分数と小数とがまじった式を計算するには，小数を分数に直してか

ら計算するのが原則である。

　次に，整数はこれを偶数と奇数とに分けることができる。

　偶数というのは，

……，－ 4，－ 2，0，2，4，……

という数であって，これらを 2で割ると，

……，－ 2，－ 1，0，1，2，……

というように，やはり整数となる数である。つまり，2の倍数である。

　奇数というのは，偶数以外の整数であって，

……，－ 3，－ 1，1，3，……

という数である。これらを 2で割っても整数とはならない。

　これらのことにより，0 は偶数であることがわかる。

1–1–2 絶対値

　さて，図 1・1 において，＋ 5 m の距離にある東の A 点も，－ 5 m の距離にある西

の A 点も，原点 O からの距離はともに同じ 5 m である。このような原点からの距離を

その数の絶対値と呼ぶ。したがって，＋ 5 の絶対値と－ 5 の絶対値とは等しく，いず

れも 5である。このように，正の数の絶対値は，その数そのままであるが，負の数の絶

対値は，負の符号を消去したものである。なお，0の絶対値は 0である。

　したがって，

│＋5 │＝5，│－ 5 │＝5，│ 0 │＝0

となる。

　一般に，数を aで表すとき，その絶対値は│ a │と書く。

　図 1・1 において，＋ 5 m の A 点よりも＋ 8 m の B 点の方が東（正の方向）にある。
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すなわち，正の数は，絶対値が大きいほど大きい。ところが，原点 O より左側では，

－ 8 m の B点よりも－ 5 mのA点の方が東（正の方向）にある。つまり，負の数は，絶

対値が小さいほど大きいことになる。

　絶対値は，原点からの距離を表す。

　したがって，距離は常に正（＋）の数なので，

　　　　│＋ 5 │＝ 5　　　　│－ 5 │＝ 5　となる。
　　　　 　　         　     
　　　絶対値の記号　　     絶対値の記号

1–1–3 数の大小

　このように，数直線上で，0 と負の数を含めて，点が正の方向へ行くにつれて，その

点に対応する数は大きくなることがわかる。したがって，負の方向へ行くほど数は小さ

くなる。

　そこで，不等号 「 ＜ 」 または 「 ＞ 」 を使って表せば，

＋5 ＜＋8　あるいは　＋8 ＞＋5

－ 8 ＜－ 5　あるいは　－5 ＞－ 8

と表すことができる。

　いま，0と－ 5と＋ 8の 3つの数の大小関係を考えると，

－5 ＜ 0　あるいは　0 ＞－ 5

であり，なおかつ，

0 ＜＋8　あるいは　＋8 ＞ 0

となるから，この 2つをまとめて，

－5 ＜ 0 ＜＋8　あるいは　＋8 ＞ 0 ＞－ 5

と表すことができる。
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　これまで述べたように，正の数と負の数は，数直線上の点の位置を表すのに便利であ

るばかりでなく，温度や標高などを表すにも便利である。温度を表すには，氷の溶ける

温度を基準の 0℃と定め，これより高い温度には＋を付け，低い温度には－を付ける。

また，標高を表すには，東京湾平均海面を基準の 0 m と定め，これより高い地点の標

高には＋を付け，低い地点の標高には－を付ける。

《 練習問題 1 》

1　次の数の中から，正の数をすべて選べ。

　①　＋ 3　　　　②　1 .5　　　　③　－ 7　　　　④　－ 2
3 　　　　⑤　0

　⑥　 2
5 　　     　⑦　＋ 0 .1　　　⑧　－ 100　　　⑨　－ 0 .001　　 ⑩　25 .3

2　下の数直線で，⑴ ～ ⑷ の数に対応する点をしるせ。

　⑴　－ 4　　　⑵　＋ 2　　　⑶　－ 5
2 　　　⑷　＋ 1 .5

3　次の数の絶対値をいえ。

　⑴　＋ 7　　　　⑵　－ 10　　　　⑶　＋ 2 .5　　　　⑷　－ 2
3

4　次の各組の数の大小を，不等号を使って表せ。

　⑴　＋ 4，－ 3　　　　⑵　－ 12，－ 7　　　　⑶　＋ 6，－ 9，0

解答は 50 ページへ ⇨
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